










































Z 160 24200C－Z 10－200
P2 4 30 011－1／50
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z　14772107C－Z 90－120－7
P1 16 1／3 10J／31／3－1／3
P2 7 5／3 0111／3」ん4／3
Z51ん1671534
C－Z OO－6－34
この表の第一段目について，卜2のとる値は（16，7，9，O，0）であるから，
従来の方法ならば，最大値16の所（即ち，P。の所）をとり，このときのθ。の
最小値が3／・であるから，基底はP。とP。が交換されて第二段目に移るわけ
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であ私しかし，この通りにしてシソプレヅクス表を作成してみると，表は三
段階では終らなくなる（卜2の数が全部正でたくなるためには，第四段目ま
で作らなければならない）。
　ところが，第一段目のト2の所では二番目に大きな数である7を選ぶと，
このときのθ。の最小値は2であるから，θ。（卜2）＝2x7＝14である。一方，
0－2の所の最大値16を選ぶと，θ1（卜2）＝16x3／。＝12となり，14＞12である
から，基底の交換はp5をp。で入れかえることにする。この方が（8）によって，
目的函数の値をもっと夫きくすることができるわけである。実際この方法だと，
上の表で見られるように，第三段目で0－Zの値は全都正でなくなり，従って
表は終りになる。
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